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Like1ihood Estimation of Directiona1Interaction









           oθ（篶，灼；8ゴ，8ゴ）＝∫θ（8｛，8ゴ）， （タ，ブ）：隣接対
とする．このとき，対数尤度は
             109ム＝一  Σ＝1 ！；（8｛，8ゴ）一109Z（！θ；M）
                 5〈ゴ；n．n．
と表され，Z（！θ；M）は規格化因子である．ここで Σ は隣接対についての和を表す．また，上記の
                       ｛〈ゴ；n，n．
仮定により，Z（∫θ；W）には位置座標に関する積分は現われない．各点の隣接点数が一定の場合，この
Z（九；M）が厳密に求められることがある．






















                 ゐ              ツ＝Σ灼＝（Σ吻COSθ5，Σ吻Sinθ5）
                5三1
とする．ツは2次元のベクトルであるから，2次元の量を表現できる．そこでツの座標系について考え
る．ここで吻に対して
                     Σ吻＝1
という条件をつけておく．
               0＝Σ］mゴCOSθj，   5＝Σ］m5Sinθゴ
とすると
                   ツ＝Σκ5＝（0，∫）
である．ツの大きさと方向をそれぞれR，φとし，
                 ツ＝（RCOSφ，RSinφ）
